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本
論
は
、
川
路
柳
虹
と
象
徴
主
義
、
自
然
主
義
、
印
象
主
義
、
頽
唐
派
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
期
に
お
け
る
、
複
数
の
思
潮
の
混
交
す
る
日
本

詩
壇
の
状
況
を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。

1

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
岩
波
書
店
発
行
の
小
冊
子
に
、
茅
野
蕭
々
『
現
代
詩
』
が
あ
る
（
1
）。
今
で
言
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
版
、「
岩
波
講
座
日
本
文
学
」
シ
リ
ー
ズ

の
一
つ
で
、
本
文
三
六
頁
、
一
般
に
教
養
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
文
学
案
内
冊
子
だ
（
2
）。「
所
謂
新
体
詩
の
発
生
時
代
か
ら
現
今
に
及
ぶ
ま
で
、
凡
そ
五
十
年
間
」

を
「
現
代
」
と
定
め
、「
現
代
に
特
有
な
文
学
形
式
で
あ
る
我
が
国
の
詩
」
の
「
本
質
と
、
発
達
の
経
路
を
明
に
す
る
」
内
容
で
あ
る
。

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
頃
の
「
海
外
文
学
か
ら
の
影
響
」
と
し
て
、「
自
然
主
義
も
印
象
主
義
も
頽
唐
派
も
耽
美
派
も
悪
魔
主
義
も
象
徴
主
義
も
殆
ど
同
時
に
移
入

さ
れ
て
、
混
然
雑
然
と
し
た
一
つ
の
交
響
楽
を
奏
す
る
趣
を
呈
し
た
。
一
方
で
は
工
場
や
、
小
学
校
の
裏
庭
や
、
街
頭
の
露
店
や
、
新
聞
売
子
や
、
浅
草
米
久
の
食
堂
や
、

さ
う
し
た
日
常
生
活
の
断
面
を
印
象
風
に
写
す
と
共
に
、
他
方
で
は
同
一
の
作
家
に
よ
つ
て
病
的
な
官
能
の
交
錯
や
、
気
分
情
調
の
陰
影
や
、
異
常
闇
黒
の
美
が
歌
は
れ
、

明
る
い
平
叙
や
素
朴
純
一
な
抒
情
と
並
ん
で
、
理
知
想
念
と
欲
望
情
感
の
扞
格
争
闘
を
象
徴
的
に
歌
ふ
懊
悩
の
詩
が
う
た
は
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
自
然
主
義
や
象
徴
主
義

な
ど
同
時
代
の
種
々
の
思
潮
が
渾
然
と
し
た
状
況
に
あ
り
、
一
人
の
詩
人
か
ら
多
様
な
詩
的
表
現
が
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
〇
月
に
至
文
堂
よ
り
発
行
さ
れ
た
吉
田
精
一
『
近
代
詩
』
や
、
同
書
と
近
代
詩
史
の
章
立
て
が
似
た
、
昭
和
五
三

年
（
一
九
七
八
）
六
月
學
燈
社
発
行
『
日
本
近
代
文
学
全
史
5　

近
代
』
で
は
、
象
徴
主
義
と
自
然
主
義
は
明
確
に
異
な
る
思
潮
と
さ
れ
、「
象
徴
主
義
の
移
入
」「
自
然
主
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義
の
影
響
」
と
い
っ
た
項
目
が
立
て
ら
れ
る
。
詩
人
も
、
各
々
一
つ
の
思
潮
に
関
連
づ
け
て
整
理
さ
れ
、
象
徴
主
義
の
代
表
は
蒲
原
有
明
、
自
然
主
義
は
相
馬
御
風
と
い
う

分
け
方
で
あ
る
。
戦
後
の
文
学
史
は
、
西
欧
の
思
潮
史
に
倣
っ
て
作
家
や
作
品
を
分
類
し
、
そ
の
推
移
を
俯
瞰
し
て
い
る
が
、
茅
野
蕭
々
『
現
代
詩
』
は
む
し
ろ
、
西
欧
の

思
想
文
学
の
影
響
を
認
め
な
が
ら
、
個
々
の
詩
人
の
活
動
を
概
括
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
述
べ
る
（
3
）。
そ
し
て
、「
自
分
に
は
歴
史
上
の
運
動
は
、
そ
の
創
始
者
、
負
担
者
、

犠
牲
者
等
、
人
間
の
中
及
び
人
間
に
即
し
て
の
み
補
足
せ
ら
れ
る
や
う
に
見
え
る
」
と
い
う
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ン
ド
ル
フ
『
浪
漫
的
人
』
中
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
歴

史
の
動
き
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
集
団
で
は
な
く
、
詩
人
個
々
の
活
動
に
注
目
す
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
。

ま
た
、
茅
野
蕭
々
『
現
代
詩
』
は
、
明
治
四
〇
年
頃
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
「
新
進
の
詩
人
が
百
花
繚
乱
の
美
を
競
ふ
趣
が
あ
つ
た
」
と
す
る
。
混
然
雑
然
と
し
た
状

況
は
、
若
い
詩
人
の
豊
か
な
詩
作
を
生
み
出
し
た
と
い
う
の
だ
。
な
ら
ば
、
そ
の
新
進
の
詩
人
の
一
人
、
川
路
柳
虹
の
足
跡
に
従
い
、
混
然
と
し
た
「
歴
史
上
の
運
動
」
を

追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
4
）。

2

川
路
柳
虹
は
、
明
治
四
〇
年
発
表
の
「
塵
溜
」
に
よ
り
口
語
自
由
詩
の
先
駆
者
と
し
て
文
学
史
に
登
場
し
、
自
然
主
義
の
影
響
下
で
試
作
し
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し

か
し
後
に
は
、
自
然
主
義
の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
（
5
）
三
木
露
風
主
宰
の
雑
誌
『
未
来
』（
東
雲
堂
書
店
発
行
、
大
正
三
年
二
月
創
刊
）
に
参
加
し
、
象

徴
派
風
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
末
年
に
は
、
一
行
一
七
音
で
構
成
す
る
「
新
律
格
」
を
提
唱
し
て
（
6
）、
無
律
の
自
由
詩
と
は
相
容
れ
な
い
主
張
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
本
然
主
義
を
唱
え
て
理
想
主
義
的
な
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、
作
風
は
多
彩
で
あ
る
（
7
）。
茅
野
蕭
々
『
現
代
詩
』
が
い
う
「
混
然
雑
然
と
し
た
一
つ
の
交
響

楽
」
か
ら
生
ま
れ
た
詩
人
の
一
人
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
路
傍
の
花
』（
東
雲
堂
、
明
治
四
三
年
九
月
）
か
ら
『
波
』（
西
東
社
、
昭
和
三
二
年
二
月
）
に
至
る
八
冊

の
詩
集
を
刊
行
し
、
昭
和
三
三
年
に
『
波
』
を
始
め
と
し
た
業
績
に
よ
り
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、『
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
詩
抄
』（
白
日
社
、
大
正
四
年
九
月
）
な
ど
象

徴
詩
の
翻
訳
の
他
、「
ダ
ヽ
主
義
と
は
何
か　

上
、
中
、
下
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
〇
年
八
月
一
七
〜
二
〇
日
）、「
空
飛
な
る
詩
に
つ
い
て　

―
未
来
派
・
立
体
派
・
ダ

ダ
派
・
写
象
派
の
詩
」（『
早
稲
田
文
学
』
大
正
一
一
年
七
月
）
で
早
く
に
新
興
芸
術
を
紹
介
し
、『
ア
ル
ス
美
術
叢
書
二
三　

コ
ロ
ー
』（
ア
ル
ス
、
昭
和
二
年
）
を
出
版
す

る
な
ど
美
術
評
論
の
分
野
に
お
い
て
も
活
動
を
続
け
た
（
8
）。

「
塵
溜
」
は
、
河
井
醉
茗
が
主
宰
し
た
雑
誌
『
詩
人
』
四
号
（
詩
草
社
、
明
治
四
〇
年
九
月
）
に
「
新
詩
四
章　

川
路
柳
虹
」
の
題
で
掲
載
さ
れ
た
詩
の
一
つ
だ
。
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塵
溜

隣
の
家
の
穀こ

め

倉ぐ
ら

の
裏う
ら

手て

に

臭
い
塵は
き
だ
め溜
が
蒸む

さ
れ
た
に
ほ
ひ
、

塵は
き
だ
め溜
の
う
ち
の
わ
な
〳
〵

い
ろ
い
ろ
の
芥ご
も
くの
臭
み
、

梅
雨
晴は

れ
の
夕
を
な
が
れ

漂
つ
て
、
空
は
かヽ
ヽ

ヽ
つ
か
と
爛た
ゞ

れ
て
る
。

塵は
き
だ
め溜
の
中
に
は
動
く
稲い
ね

の
虫む
し

、

浮う
ん
か蛾
の
卵た
ま
ご、
ま
た
土
を
食は

む
蚯
蚓
ら
が

頭
を
擡も
た

げ
、
徳と
つ
く
り

利
壜
の
虧か
け
ら片
や

紙
の
切
れ
は
し
が
腐
れ
蒸む

さ
れ
て
、

小ち
さ

い
蚊
は
喚わ
め

き
な
が
ら
に
飛
ん
で
ゆ
く
。

そ
の
泣
声
は
し
か
す
が
に
強
い
力
で

重
い
空
気
を
顫ふ
る

は
し
て
、
軈
て
ま
た

暗
く
な
る
夕
の
底
に
消
え
沈
む
。

―

惨い
た
まし
い
『
運う
ん

命め
い

』
は
た
ゞ
悲
し
げ
に

い
く
日
も
い
く
夜
も
こ
ゝ
に
き
て
、

手て

辛が
ら

く
お
そ
ふ
。

― 

塵は
き
だ
め溜
の

重
い
悲
み
を
う
つ
た
へ
て

蚊
は
む
ら
が
つ
て
ま
た
喚わ

め

く
。

そ
こ
に
も
絶
え
ぬ
憂く

る
し
み苦
の
世せ

界か
ひ

が
あ
つ
て
、

呻わ
め

く
も
の
死
す
る
も
の
、
秒べ
う

刻こ
く

に

か
ぎ
り
も
知
ら
れ
ぬ
生せ
い

命め
い

の
苦
悶
を
現
じ
、

闘た
ゝ
かつ
て
ゆ
く
悲か
な
し
み哀
が
さ
も
あ
る
ら
し
く
。

を
り
〳
〵
は
悪を

し
う臭
に
ま
じ
る
虫む
し

螻け
ら

が

種し
ゆ

々〴
〵

の
を
た
け
び
、
泣
声
も
き
か
れ
う
る
。

「
塵
溜
」
は
、
そ
の
口
語
自
由
詩
と
い
う
形
式
に
よ
り
、
音
数
律
な
ど
形
式
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
同
時
期
の
詩
論
、
片
上
天
弦
「
詩
歌
の
根

本
疑
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
六
月
）、
島
村
抱
月
「
現
代
の
詩
」（『
詩
人
』
明
治
四
〇
年
一
一
月
）、
相
馬
御
風
「
詩
界
の
根
本
的
革
新
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治

四
一
年
三
月
）
な
ど
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
『
早
稲
田
文
学
』
を
中
心
に
自
然
主
義
の
理
論
を
発
表
し
た
文
学
者
た
ち
の
主
張
だ
。
そ
の
た
め
、
自
然
主
義
の
思

想
の
影
響
で
、
口
語
詩
「
塵
溜
」
が
登
場
し
た
と
文
学
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
9
）。
た
だ
し
当
時
の
川
路
柳
虹
は
「
塵
溜
」
を
、
全
く
韻
律
を
欠
い
た
自
由
詩

と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う
だ
（
10
）。

川
路
柳
虹
は
、「
塵
溜
」
を
収
録
し
た
第
一
詩
集
『
路
傍
の
花
』
の
序
文
（
一
九
一
〇
年
八
月
の
執
筆
日
付
）
で
、
自
作
に
対
す
る
世
評
を
ふ
ま
え
、
口
語
自
由
詩
と
い

う
形
式
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
11
）。「
最
近
一
二
年
の
詩
壇
が
旧
来
の
夫
れ
と
や
ゝ
面
目
を
異
に
し
て
き
た
の
は
誰
し
も
が
認
め
る
処
で
あ
ら
う
。」
口
語
詩
、自
由
詩
、あ
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る
い
は
言
文
一
致
体
の
詩
と
呼
称
は
様
々
だ
が
、
七
五
調
を
用
い
た
旧
来
の
詩
の
停
滞
を
変
革
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、「
在
来
の
形
式
破
壊
そ
の
も

の
が
、
決
し
て
新
し
い
運
動
で
は
な
い
。」「『
詩
は
自
由
で
あ
る
』
と
は
近
く
仏
蘭
西
詩
壇
に
起
こ
つ
た
革
命
の
声
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
一
種
、
韻
律
の
革
命
で
あ
つ

た
」
と
し
て
、新
し
い
詩
に
は
、新
し
い
形
式
を
作
る
創
作
力
が
必
要
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
新
し
い
形
式
は
、「
古
い
七
五
調
か
ら
脱
却
し
」
た
「
新
し
い Rythm

e

」

だ
と
い
う
。『
路
傍
の
花
』
の
序
文
は
、
こ
の
新
し
い
韻
律
論
を
展
開
す
る
。

川
路
柳
虹
が
韻
律
の
基
礎
と
考
え
る
も
の
は
、
外
界
に
対
す
る
反
応
と
し
て
の
「
感
情
の
高
揚
」
だ
。「
外
界
の
衝
撞
か
ら
生
じ
た
反
応
」
が
「
内
部
に
動
く
律
動
」
を

生
む
と
い
う
。
そ
し
て
、
内
部
の
韻
律
が
「
文
字
と
言
語
に
現
は
さ
れ
た
以
上
、
吾
ら
は
詩
歌
と
し
て
の
文
字
言
語
は
尊
重
す
る
、
併
し
、
そ
の
尊
重
す
る
の
は
文
字
そ
の

も
の
ゝ
美
を
喜
ぶ
の
で
は
な
い
、
文
字
に
依
つ
て
表
は
さ
れ
た
内
部
そ
の
も
の
を
喜
ぶ
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
目
に
見
え
る
言
葉
の
美
的
表
現
で
は
な
く
、
言
葉

の
表
現
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
、
感
情
、
内
部
の
律
動
を
重
ん
じ
る
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
ら
の
主
張
は
、
内
面
と
表
現
の
一
致
を
目
指
す
点
で
、
相
馬
御
風
「
詩
界
の
根
本
的
革
新
」
と
共
通
し
て
い
る
。
相
馬
御
風
は
「
わ
が
新
体
詩
界
の
真
の
革
命
は
、

先
づ
詩
の
起
源
に
於
け
る
第
一
歩
に
帰
つ
て
、
内
よ
り
湧
き
出
づ
る
声
さ
な
が
ら
に
歌
ふ
こ
と
で
あ
る
。
先
づ
無
形
式
の
頭
初
に
帰
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
新
体
詩

の
改
革
と
し
て
第
一
に
す
べ
き
こ
と
は
、
内
面
か
ら
湧
き
起
こ
る
声
を
そ
の
ま
ま
に
表
現
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
旧
来
の
歌
謡
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
伝
統
的
形
式

に
囚
わ
れ
な
い
、あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
戻
る
べ
き
だ
と
し
て
、そ
の
姿
勢
を
「
詩
界
の
自
然
主
義
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、「
赤
裸
々
な
る
心
の
叫
び
」
を
表
現
す
る
に
は
、「
詩

の
用
語
は
口
語
た
る
べ
し
」「
絶
対
的
に
自
由
な
る
情
緒
主
観
さ
な
が
ら
の
リ
ズ
ム
」「
行ラ

イ
ンと
聯
ス
タ
ン
ザと
の
制
約
の
破
壊
」
の
三
つ
の
条
件
が
必
要
だ
と
述
べ
る
。
感
情
の
現
れ
と

し
て
の
内
面
の
リ
ズ
ム
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
点
で
も
、
川
路
柳
虹
の
主
張
と
共
通
す
る
。

相
馬
御
風
「
詩
界
の
根
本
的
革
新
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
早
稲
田
文
学
』
は
、
同
年
の
明
治
四
一
年
一
月
発
行
第
二
六
号
で
「
自
然
主
義
論
」
の
特
集
を
組
ん
で
い
た
。
前

年
明
治
四
〇
年
一
二
月
第
二
五
号
掲
載
の
「
新
年
号
予
告
」
で
は
、「
目
下
文
壇
の
中
心
問
題
た
る
自
然
主
義
を
東
西
の
事
例
に
亘
り
理
論
上
及
び
歴
史
上
よ
り
一
系
の
組

織
に
よ
り
て
徹
論
せ
ん
と
す
る
も
の
」
だ
と
宣
伝
し
、
島
村
抱
月
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」、
相
馬
御
風
「
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
自
然
主
義
」、
中
村
星
湖
「
ゾ
ラ
の
自
然
主
義
」、

片
上
天
弦
「
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
自
然
主
義
」、
白
松
南
山
「
哲
学
上
の
自
然
主
義
」
と
い
っ
た
評
論
を
並
べ
た
。

続
く
二
月
発
行
第
二
七
号
で
は
、
相
馬
御
風
「
自
ら
欺
け
る
詩
界
」
が
掲
載
さ
れ
、「
形
式
を
破
つ
て
内
容
の
流
露
せ
る
作
風
」
を
詩
に
求
め
、「
小
説
に
於
て
一
切
の
邪

念
を
排
し
て
、
自
然
そ
の
も
の
ゝ
姿
を
描
こ
う
と
す
る
現
代
人
は
、
詩
歌
に
於
て
も
亦
一
切
の
邪
念
を
排
し
て
「
我
れ
」
そ
の
も
の
ゝ
声
を
聴
き
且
歌
ふ
べ
き
で
あ
る
」
と

論
じ
た
。
内
面
を
解
放
し
、
表
現
す
る
対
象
を
無
心
に
捉
え
る
姿
勢
が
、
こ
の
論
の
主
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
形
式
の
制
約
を
破
棄
し
、
因
習
に
囚
わ
れ
た
邪
念
を

脱
せ
よ
と
い
う
の
だ
。
三
月
第
二
八
号
に
載
っ
た
「
詩
界
の
根
本
的
革
新
」
は
、
こ
の
主
張
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
詩
界
の
自
然
主
義
」
と
い
う
呼
称
は
、
自
然

主
義
を
文
壇
の
主
要
な
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
る
、
明
治
四
一
年
の
『
早
稲
田
文
学
』
編
集
方
針
に
則
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
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こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
相
馬
御
風
が
、
事
実
の
客
観
的
描
写
を
基
本
的
な
性
格
と
す
る
は
ず
の
自
然
主
義
文
学
を
（
12
）、
客
体
で
あ
る
自
然
と
主
体
で
あ
る
我
と
を
一
体

化
す
る
思
想
と
し
て
意
味
づ
け
し
直
し
て
い
る
こ
と
だ
。
相
馬
御
風
は
前
年
の
明
治
四
〇
年
二
月
第
二
三
号
掲
載
「
文
芸
上
主
客
両
体
の
融
会
」
で
、「
自
然
主
義
は
自
然

も
自
己
も
同
一
渾
融
せ
る
も
の
」
と
し
て
表
現
し
、「
主
客
両
体
の
融
会
ま
た
は
知
情
渾
一
」
を
目
指
す
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
特
に
「
世
紀
末
自
然
主
義
」
は
、「
自
己
主

観
に
執
す
る
情
緒
主
義
と
客
観
の
事
象
を
主
と
す
る
写
実
主
義
」
と
の
争
闘
を
乗
り
越
え
る
「
新
し
い
意
義
」
を
持
つ
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
客
観
的
な
観
察
の
態
度
を
あ

ら
た
め
て
「
写
実
主
義
」
と
名
付
け
、
主
観
に
偏
る
情
緒
主
義
と
並
置
す
る
こ
と
で
、
自
然
主
義
の
中
で
主
観
と
客
観
を
一
致
さ
せ
る
理
路
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
自
然
主
義
に
お
け
る
主
客
合
一
の
理
論
は
、
同
時
期
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
自
然
主
義
論
に
共
通
す
る
発
想
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
四
〇
年

六
月
第
一
九
号
の
島
村
抱
月
「
今
の
文
壇
と
新
自
然
主
義
」
は
、「
冷
か
な
る
現
実
客
観
の
事
象
に
非
ず
し
て
、
霊
の
眼
開
け
、
生
命
の
機
、
覚
め
た
る
刹
那
の
事
象
」
を

捉
え
「
事
象
に
物
我
の
合
体
を
見
る
」
新
し
い
自
然
主
義
、「
純
粋
な
る
自
然
主
義
」
に
注
目
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。
ま
た
、
明
治
四
一
年
一
月
「
自
然
主
義
論
」
特
集
記

事
の
一
つ
、
島
村
抱
月
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
は
、
客
観
的
な
現
実
を
捉
え
る
「
本
来
自
然
主
義
」
に
対
し
、
主
観
を
挿
入
す
る
「
印
象
派
的
自
然
主
義
」
を
対
置
し
、

自
然
主
義
の
新
た
な
歴
史
的
意
義
を
説
く
。
こ
こ
で
は
「
印
象
派
」
が
主
観
と
客
観
を
つ
な
ぐ
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
川
路
柳
虹
『
路
傍
の
花
』
序
文
の
発
言
は
、
相
馬
御
風
の
主
張
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
「
内
部
に
動
く
律
動
」
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
象
徴
主
義
で
あ
る
。「
詩

は
自
由
で
あ
る
」
は
フ
ラ
ン
ス
語V

ers libres

の
訳
で
あ
り
、「
仏
蘭
西
詩
壇
に
起
こ
つ
た
革
命
の
声
」
を
起
こ
し
た
の
は
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
カ
ー
ン
、
ア
ン
リ
・
ド
・

レ
ニ
エ
、
ヴ
ィ
エ
レ
＝
グ
リ
フ
ァ
ン
等
象
徴
詩
人
だ
と
し
て
い
る
（
13
）。
た
だ
し
、
川
路
柳
虹
の
自
由
詩
論
は
、
自
然
主
義
と
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
。
象

徴
主
義
と
自
然
主
義
は
、
や
は
り
「
印
象
」
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
る
。

3

川
路
柳
虹
は
、
第
一
詩
集
『
路
傍
の
花
』（
東
雲
堂
、
明
治
四
三
年
一
〇
月
）
第
二
詩
集
『
か
な
た
の
空
』（
東
雲
堂
、
大
正
三
年
五
月
）
第
三
詩
集
『
勝
利
』（
曙
光
詩

社
、
大
正
七
年
一
〇
月
）
か
ら
抄
録
し
た
選
集
『
川
路
柳
虹
詩
集
』（
新
潮
社
、
大
正
一
〇
年
五
月
）
の
序
で
、『
路
傍
の
花
』
を
「
印
象
主
義
、
デ
カ
ダ
ン
気
分
」、『
か
な

た
の
空
』
を
「
象
徴
主
義
」、『
勝
利
』
を
「
理
想
的
傾
向
」「
本
然
主
義
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、「
す
べ
て
が
傾
向
は
異
り
な
が
ら
、
や
は
り
一
個
の
自
分
と
い
ふ

も
の
ゝ
推
移
」
だ
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
推
移
の
う
ち
の
「
印
象
主
義
」
に
注
目
し
た
い
。

『
現
代
詩
』
と
同
じ
『
岩
波
講
座
』
の
シ
リ
ー
ズ
、
茅
野
蕭
々
『
岩
波
講
座
世
界
文
学　

現
代
文
学
の
諸
傾
向　

詩
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
八
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
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ツ
に
お
け
る
印
象
主
義
は
、
自
然
主
義
の
「
客
観
主
知
の
傾
向
」
か
ら
、「
新
浪
漫
主
義
、
新
古
典
主
義
」
と
共
に
、「
主
観
主
情
の
色
彩
」
へ
と
導
き
、
さ
ら
に
象
徴
主
義

と
共
に
、
次
代
の
表
現
主
義
を
導
く
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。「
観
察
印
象
を
基
調
と
す
る
」
印
象
主
義
は
、「
瞬
間
の
与
へ
る
感
覚
的
印
象
の
再
現
」
を
目
指
す
が
、

そ
の
詩
作
の
傾
向
に
よ
り
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
、「
徹
底
自
然
主
義
の
主
唱
実
行
者
で
あ
つ
た
」
ア
ル
ノ
オ
・
ホ
ル
ツ
の
詩
作
は
、「
物

的
現
実
の
瞬
間
的
印
象
に
忠
実
で
あ
ら
う
と
す
る
」
が
ゆ
え
に
、「
何
等
内
面
的
又
は
芸
術
的
統
一
な
く
、
並
列
さ
れ
て
一
つ
の
詩
と
な
る
時
」
に
、「
何
人
か
こ
れ
を
単
純

に
自
然
主
義
の
芸
術
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
」
が
で
き
た
と
い
う
。『
早
稲
田
文
学
』
の
自
然
主
義
理
論
は
、
こ
の
印
象
主
義
と
自
然
主
義
の
接
点
に
着
目
す
る
。

ド
イ
ツ
印
象
主
義
は
、
明
治
四
一
年
六
月
第
三
一
号
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
桜
井
天
檀
「
独
逸
の
抒
情
詩
に
於
け
る
印
象
的
自
然
主
義
」
で
紹
介
さ
れ
る
。

「
印
象
的
自
然
主
義
」
と
呼
ぶ
の
は
、
印
象
主
義
が
「
情
趣
を
再
現
す
る
に
、
情
趣
を
起
さ
し
め
る
当
面
の
現
実
を
露
骨
に
描
写
す
る
」
特
徴
を
取
り
上
げ
、
対
象
を
あ
り

の
ま
ま
に
描
写
す
る
と
こ
ろ
に
、
自
然
主
義
と
の
共
通
点
を
見
出
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
印
象
的
自
然
主
義
詩
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
ア
ル
ノ
オ
・
ホ

ル
ツ
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ア
ル
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
デ
エ
メ
ル
だ
。
特
に
デ
エ
メ
ル
が
「
現
実
暴
露
」
を
「
根
本
義
」
と
し
、
そ
の
特
色
を
継
ぐ
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
モ
ム
ベ
ル
ト

が
「
性
欲
唯
真
派
」
と
呼
ぶ
べ
き
「
露
骨
な
る
描
写
」
を
行
う
点
に
、
日
本
の
自
然
主
義
と
の
共
通
点
を
見
出
す
の
で
あ
る
（
14
）。

後
に
川
路
柳
虹
は
「
口
語
詩
と
現
代
詩
―
所
謂
口
語
詩
運
動
と
現
代
詩
の
関
連
」（『
現
代
詩
の
史
的
展
望
』
河
出
書
房
、
昭
和
二
九
年
三
月
）
で
、
桜
井
天
檀
「
独
逸
の

抒
情
詩
に
於
け
る
印
象
的
自
然
主
義
」
中
に
、
ア
ル
ノ
オ
・
ホ
ル
ツ
の
詩
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
、
二
、三
語
の
短
い
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
行
を
羅
列
し
た
詩
体

「
電
信
体
（
抒
情
的
電
信
）」
に
影
響
を
受
け
、『
路
傍
の
花
』
に
収
め
ら
れ
た
「
暴
雨
の
あ
と
の
海
岸
」
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
と
回
顧
す
る
。「
詩
の
上
で
は
自
然
主
義
と

印
象
主
義
と
は
兄
弟
関
係
を
も
つ
て
進
め
ら
れ
た
」
と
い
う
の
が
川
路
柳
虹
の
認
識
で
、「
後
に
自
由
詩
社
が
生
れ
、
人
見
東
明
、
加
藤
介
春
、
三
富
朽
葉
ら
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
「
自
然
と
印
象
」
と
題
さ
れ
た
の
も
這
般
の
消
息
を
語
る
も
の
」
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
人
見
東
明
と
加
藤
介
春
は
、
相
馬
御
風
と
共
に
明
治
四
〇
年
三
月
に
早
稲

田
詩
社
を
結
成
し
た
詩
人
で
あ
る
（
15
）。
早
稲
田
詩
社
に
お
け
る
、
自
然
主
義
と
印
象
主
義
の
接
合
が
、
そ
の
後
に
結
成
さ
れ
た
自
由
詩
社
に
受
け
継
が
れ
、
機
関
誌
の
名

前
に
も
反
映
し
た
と
い
う
の
だ
。「
自
然
と
印
象
」
に
は
、「
電
信
体
」
に
似
た
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
川
路
柳
虹
詩
集
』
で
、『
路
傍
の
花
』
の
詩
を
印
象
主
義
と
呼
ぶ
の
は
、
直
接
に
は
こ
の
点
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
川
路
柳
虹
詩
集
』
出
版
年
に
近
い
、『
文
章

世
界
』
大
正
九
年
五
月
号
掲
載
の
「
日
本
詩
壇
の
象
徴
主
義
を
論
ず
」（
16
）
で
は
、「『
路
傍
の
花
』
に
一
部
及
び
『
か
な
た
の
空
』
に
於
て
は
純
粋
に
象
徴
主
義
を
奉
じ
た

も
の
で
あ
る
」
と
自
作
を
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
三
木
露
風
を
「
象
徴
主
義
を
標
榜
し
た
」
詩
人
だ
が
、
第
一
詩
集
『
廃
園
』
は
「
純
粋
な
抒
情
主
義
に
最
も
価
値
あ
る
と

共
に
象
徴
的
特
徴
は
些
少
で
」
あ
り
、「
全
体
か
ら
言
へ
ば
寧
ろ
印
象
主
義
に
属
す
べ
き
作
風
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
三
木
露
風
『
廃
園
』（
光
華
書
房
、
明
治
四
二
年
九

月
）
に
収
め
ら
れ
た
詩
は
、「
電
信
体
」
に
類
し
た
詩
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
大
正
九
年
頃
の
川
路
柳
虹
が
考
え
る
印
象
主
義
の
特
徴
は
、
ま
た
別
の

点
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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『
路
傍
の
花
』
序
文
は
、
先
に
あ
げ
た
「
内
部
に
動
く
律
動
」
を
、
服
部
嘉
香
の
名
付
け
る
「
印
象
律
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
す
る
。「
形
式
律
に
対
し
た
語
と
し
て
、
内

容
律
と
云
ふ
よ
う
な
語
は
、
今
迄
幾
多
の
人
々
に
用
ゐ
ら
れ
て
」
い
た
が
、「
こ
れ
で
は
余
り
漠
と
し
て
」
い
る
。
服
部
嘉
香
は
、「
実
感
を
重
ん
じ
、
印
象
を
尊
ぶ
上
」
か

ら
、
こ
れ
を
「
印
象
律
」
と
呼
ぶ
。
川
路
柳
虹
は
、
服
部
嘉
香
の
い
う
実
感
を
「
偽
ら
ぬ
感
情
の
す
べ
て
」
と
広
く
考
え
、「
内
部
に
動
く
律
動
そ
の
も
の
は
、
外
界
の
衝

撞
か
ら
生
じ
た
反
応
」
と
見
な
し
た
上
で
、「
印
象
律
」
と
い
う
語
を
採
用
し
た
い
と
い
う
（
17
）。『
路
傍
の
花
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
の
意
義
を
、「
印
象
律
」
と
い
う
視
点
か

ら
考
え
直
し
て
み
た
い
と
い
う
の
だ
。

川
路
柳
虹
が
参
照
し
た
服
部
嘉
香
「
詩
の
印
象
律
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
三
年
四
月
）（
18
）
は
、
言
葉
の
音
響
の
渾
然
と
な
っ
た
効
果
と
、
言
葉
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
る
意
味
内
容
と
が
一
体
に
な
っ
て
表
現
す
る
、
主
観
的
な
リ
ズ
ム
を
印
象
律
だ
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
い
う
印
象
は
、「
ヒ
ュ
ー
ム
の
所
謂
印
象
と
観
念
（
狭
義
）
と
の

関
係
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。「
印
象
と
は
吾
人
の
感
覚
、
知
覚
、
要
求
、
感
情
の
初
め
て
我
が
心
に
現
は
れ
た
も
の
、
即
ち
鮮
明
に
し
て
直
接
な
最
初
の
現
象
」
で
、「
観

念
は
影イ

メ
イ
ヂ像
」
だ
と
い
う
。「
眼
前
に
花
を
見
る
の
は
即
ち
印
象
」
で
、「
眼
を
つ
ぶ
つ
て
再
び
そ
の
花
を
思
ひ
浮
べ
る
の
は
観
念
」
で
あ
る
。
印
象
律
は
、「
観
念
を
加
へ
た

り
解
釈
を
付
け
た
り
、
亦
は
理
想
化
し
た
り
し
な
い
」
で
、
リ
ズ
ム
を
「
直
接
的
に
端
的
に
有
形
の
も
の
」
に
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
そ
の
発
想
は
、
川
路
柳
虹
や

相
馬
御
風
が
い
う
、
内
面
の
韻
律
を
直
接
に
形
に
す
る
主
張
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

遡
る
と
服
部
嘉
香
は
「
詩
壇
の
主
観
的
権
威
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
一
一
月
）
で
、
近
年
の
詩
壇
に
お
け
る
口
語
詩
の
革
命
を
、「
現
実
主
義
」
の
影
響
で
は

な
く
、「
新
し
き
主
観
的
傾
向
」
と
見
な
し
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
。
岩
野
泡
鳴
の
「
自
然
主
義
的
表
象
詩
論
」
と
相
馬
御
風
の
「
口
語
詩
に
於
け
る
主
観
論
」
を
、「
意
識

的
に
主
観
の
権
威
を
主
張
」
し
た
「
主
観
論
」
と
総
括
し
、「
霊
の
眼
を
以
て
普
遍
の
真
」
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
態
度
ゆ
え
に
「
内
容
派
」
と
も
呼
ぶ
。「
人
生
自
然
の
事

象
の
真3

を
歌
ふ
を
目
的
と
し
た
詩
歌
が
、
客
観
の
真
相
3

3

を
写
す
事
よ
り
客
観
の
真
理
3

3

を
歌
ふ
に
至
つ
て
窮
つ
た
知
識
過
度
の
弊
を
来
た
し
、
其
の
反
動
と
し
て
象
徴
詩
を
経

て
神
秘
的
印
象
詩
の
主
観
的
傾
向
を
形
成
し
た
」
と
い
う
の
が
、
服
部
嘉
香
の
詩
史
の
見
取
り
図
で
あ
る
。
近
代
の
知
性
に
基
づ
く
客
観
的
観
察
を
重
ん
じ
る
科
学
的
態
度

に
反
発
し
て
起
こ
っ
た
の
が
、
象
徴
詩
や
印
象
詩
に
代
表
さ
れ
る
主
観
的
態
度
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
主
観
的
表
現
は
、「
非
我
と
自
我
と
の
区
別
を
絶
し
た
境
に
在

る
我
を
認
め
る
」
に
至
り
、「
我
の
意
識
を
拡
大
し
た
る
「
我
」
に
対
す
る
「
我
」
が
詩
の
内
容
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
主
観
的
態
度
は
、
相
馬
御
風
の
「
文

芸
上
主
客
両
体
の
融
会
」
と
同
じ
く
、
主
客
一
体
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
主
観
的
態
度
は
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
形
式
を
要
求
す
る
と
い
う
。
ま
ず
は
「
形
式
を
口
語
に
採
り
た
る
も
の
」
だ
け
が
主
観
的
態
度
の
詩
歌
と
認
め
ら

れ
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
「
吾
等
近
代
人
と
し
て
の
思
想
感
情
の
告
白
、
刹
那
に
リ
ズ
ム
を
刻
み
つ
ゝ
生
活
し
て
ゐ
る
主
観
を
表
は
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
形
式
は
唯
一
口

語
に
在
る
と
信
ず
る
か
ら
」
だ
。
日
常
的
に
自
我
と
表
現
を
直
接
に
つ
な
ぐ
口
語
が
、
唯
一
主
観
的
表
現
を
成
立
し
得
る
も
の
だ
と
い
う
の
だ
。
ま
た
、
服
部
嘉
香
は
詩
に

「
音
楽
的
要
素
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
た
め
、
主
観
的
態
度
の
詩
歌
に
も
、
主
観
を
直
接
表
象
し
得
る
韻
律
が
必
要
だ
と
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
相
馬
御
風
の
詩
や
岩
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野
泡
鳴
の
散
文
詩
は
、
主
観
の
表
現
を
目
指
し
な
が
ら
「
内
発
的
な
音
楽
」
を
欠
い
た
、
散
文
と
変
わ
ら
な
い
表
現
だ
と
評
さ
れ
る
。

服
部
嘉
香
は
、
そ
の
韻
律
を
表
象
す
る
も
の
が
「
印
象
的
技
巧
」
だ
と
す
る
。「
印
象
的
技
巧
は
「
描
く
」
事
の
技
巧
で
あ
る
。
而
か
も
口
語
詩
の
諸
作
を
見
る
に
、
多

く
は
描
き
方
に
苦
心
少
な
く
し
て
、
説
明
し
て
あ
る
。
単
に
事
件
又
は
思
想
推
移
の
報
告
で
あ
る
」
と
い
う
。
相
馬
御
風
や
岩
野
泡
鳴
の
詩
が
散
文
に
近
い
表
現
と
な
る
の

は
、
説
明
に
堕
し
て
い
る
か
ら
だ
。
本
来
「
主
観
的
抒
情
的
の
も
の
」
は
、「
断
片
的
、
刹
那
的
の
発
動
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
説
明
」
に
置
き
換
え
ず
に
、
一
度
意
識
に

お
い
て
客
体
化
し
な
が
ら
も
、
同
じ
断
片
的
、
刹
那
的
な
調
子
で
表
現
す
る
方
法
を
「
印
象
的
技
巧
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
主
観
の
「
情
味
を
探
つ
て
客
観
し
て
歌
へ
ば
音

楽
を
要
素
と
し
、
客
観
し
て
描
け
ば
印
象
を
要
素
と
す
る
。
而
し
て
一
度
び
客
観
化
さ
れ
た
る
「
我
」
の
発
動
の
刹
那
が
再
び
同
じ
ほ
ど
の
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
ー
を
以
て
我

に
臨
み
来
た
時
そ
こ
に
印
象
詩
は
成
る
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
路
が
「
詩
の
印
象
律
」
の
主
張
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

「
詩
壇
の
主
観
的
権
威
」
で
言
う
印
象
詩
は
、
断
片
的
と
い
う
点
で
ホ
ル
ツ
の
「
電
信
体
」
と
共
通
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
主
観
と
客
観
を
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
直
接
に

結
び
つ
け
た
詩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
川
路
柳
虹
『
路
傍
の
花
』
序
文
が
「
内
部
に
動
く
律
動
」
を
「
印
象
律
」
と
呼
ぼ
う
と
す
る
の
も
、
断
片
的
な
表
現
だ
け
で
な

く
、
内
面
の
リ
ズ
ム
の
直
接
的
表
象
を
目
指
す
か
ら
だ
ろ
う
。「
詩
が
心
の
叫
び
で
あ
る
限
り
、
そ
の
用
語
の
文
語
と
口
語
と
を
問
は
ず
、
韻
律
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
」
と

い
う
川
路
柳
虹
に
と
っ
て
は
、
そ
の
律
動
の
表
象
自
体
が
抒
情
的
表
現
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
明
治
四
〇
年
頃
「
印
象
」
と
い
う
語
は
、『
早
稲
田
文
学
』
を
中
心
に
、
主
客
合
一
の
主
張
を
理
論
的
に
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い

た
。
島
村
抱
月
は
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
で
、
主
観
を
挿
入
し
た
自
然
主
義
を
「
印
象
派
的
自
然
主
義
」
と
呼
ん
で
い
た
。
ま
た
、
片
上
天
弦
「
印
象
派
の
小
説
」（『
早

稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
七
月
）
は
、「
自
然
が
吾
れ
等
の
心
に
与
へ
る
外
形
色
彩
」
の
「
刹
那
々
々
の
印
象
を
点
出
」
す
る
印
象
派
の
手
法
を
紹
介
し
、
眼
前
の
自
然
と

主
観
的
感
動
を
一
体
と
し
て
表
現
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、「
印
象
主
義
は
当
時
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
壇
を
風
靡
し
て
ゐ
た
自
然
主
義
的
傾
向
の
一
部
を
示
す
も
の
」
と
す
る
。

印
象
を
外
界
か
ら
内
面
へ
の
直
接
的
投
影
と
捉
え
、
自
然
主
義
に
お
け
る
主
客
合
一
を
裏
付
け
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
島
村
抱
月
「
自
然
主
義
の
価
値
」（『
早

稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
五
月
）
は
、「
印
象
」
を
基
盤
と
し
た
主
客
接
続
の
度
合
い
を
段
階
的
に
分
類
し
、「
客
観
化
せ
ら
れ
た
世
界
」
を
見
ず
に
別
世
界
を
見
よ
う
と
す

る
態
度
を
「
神
秘
主
義
、
標
象
主
義
」
と
し
て
、
主
客
合
一
す
る
自
然
主
義
の
価
値
を
喧
伝
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

だ
が
主
客
合
一
は
、
服
部
嘉
香
「
詩
壇
の
主
観
的
権
威
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
来
象
徴
主
義
の
理
論
だ
っ
た
。
例
え
ば
折
竹
蓼
峯
「
近
代
仏
国
詩
界
の
概
観　

下
」

（『
帝
国
文
学
』
明
治
四
〇
年
九
月
）
は
、「
外
界
を
写
す
と
し
て
も
彼
等
は
そ
の
眼
に
見
ゆ
る
外
部
の
形
や
色
彩
を
取
ら
ず
し
て
、
過
ぎ
ゆ
く
時
の
幽
か
な
る
印
象
を
取
る
」

こ
と
が
象
徴
派
の
詩
人
の
方
法
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
象
徴
詩
人
は
「
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
中
に
不
朽
の
姿
を
捉
へ
、
或
る
神
秘
の
法
則
を
そ
の
中
に
求
め
む
と
欲
」
す
る
（
19
）。

「
森
羅
万
象
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
唯
吾
人
の
中
に
存
在
し
、
吾
人
の
感
覚
が
自
ら
こ
れ
を
知
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
従
つ
て
吾
々
の
見
た
「
自
然
」
の
姿
は
こ
れ
其

儘
に
吾
々
の
生
命
其
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
外
界
で
あ
る
自
然
と
内
面
の
生
命
と
を
一
致
さ
せ
る
点
は
、
島
村
抱
月
が
言
う
「
印
象
派
的
自
然
主
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義
」
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、「
外
部
の
形
や
色
彩
」
を
見
な
い
点
、「
あ
ら
ゆ
る
事
物
は
唯
吾
人
の
中
に
存
在
」
す
る
と
考
え
る
点
は
、
自
然
主
義
の
求
め
る
方
向
と
は
結

び
つ
か
な
い
。
外
界
の
客
観
性
の
追
求
や
外
界
と
の
交
渉
が
、
自
然
主
義
の
理
論
的
基
盤
で
あ
る
以
上
、
外
部
は
内
面
に
直
接
に
投
影
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
事
物
は
内
面

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
が
自
然
主
義
理
論
の
象
徴
主
義
を
批
判
す
る
側
面
で
あ
る
。

印
象
と
い
う
語
は
、
内
面
に
あ
る
は
ず
の
イ
メ
ー
ジ
を
外
界
の
事
物
と
連
続
す
る
も
の
と
し
て
意
味
づ
け
し
直
す
働
き
を
す
る
。
片
上
天
弦
「
印
象
派
の
小
説
」
が
紹
介

し
た
よ
う
に
、
美
術
に
お
け
る
印
象
派
の
言
う
印
象
は
、
光
に
対
す
る
人
間
の
眼
の
反
応
で
あ
り
、
解
釈
が
入
る
以
前
の
外
界
か
ら
の
刺
激
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
が
科
学
的

に
説
明
で
き
る
、
客
観
的
な
反
応
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
印
象
と
い
う
語
は
、
外
界
か
ら
内
面
へ
の
直
接
的
反
映
を
保
証
す
る
概
念
と
な
り
、
象
徴
主
義
の
主
客
合
一
の

思
想
を
自
然
主
義
の
思
潮
と
接
続
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。「
内
部
に
動
く
律
動
」
を
印
象
と
い
う
語
を
介
し
て
外
界
に
接
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
川
路
柳
虹
『
路
傍
の
花
』

序
文
も
ま
た
、
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

4

「
塵
溜
」
は
、
虫
が
た
か
る
ご
み
捨
て
場
の
情
景
を
詠
っ
た
詩
だ
。
不
快
な
ご
み
の
臭
い
に
焦
点
を
当
て
る
と
共
に
、
そ
の
汚
物
の
中
に
も
生
き
て
蠢
く
も
の
が
あ
る
こ

と
に
注
目
し
た
面
白
味
が
あ
る
。
し
か
も
、「
運
命
」
と
い
う
語
に
集
約
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
生
命
が
人
間
と
同
様
の
苦
悶
を
感
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
想
像
を
提
示
し

て
い
る
。
主
観
を
交
え
な
い
視
覚
的
描
写
で
は
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
の
重
ね
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
主
義
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
「
塵
溜
」
だ
が
、
む
し

ろ
、
広
義
の
象
徴
的
表
現
が
採
用
さ
れ
た
詩
だ
と
言
え
よ
う
。
あ
る
い
は
、
主
観
と
客
観
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
で
、
先
に
見
た
印
象
詩
と
呼
ん
で
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。

「
塵
溜
」
が
自
然
主
義
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
醜
悪
な
現
実
認
識
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
象
徴
主
義
に
か
か
わ
る
デ
カ
ダ
ン
派
も
ま
た
、
醜
悪
な

物
事
に
目
を
向
け
る
。
片
山
正
雄
（
孤
村
）「
神
経
質
の
文
学
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
八
年
六
月
〜
九
月
）
は
こ
れ
を
、
デ
カ
ダ
ン
ス
の
「
異
常
な
も
の
、
荒
誕
な
も
の

を
飽
か
ず
求
め
る
傾
向
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
精
神
的
貴
族
主
義
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、「
外
界
の
自
然
を
軽
ん
」
じ
て
、
自
己
の
「
神
経
」
に
感

じ
た
所
の
み
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
、「
内
部
の
宇
宙
、
即
ち
心
界
」
を
重
ん
じ
る
性
質
の
も
の
で
、
自
然
主
義
と
は
異
な
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
様
の
モ
チ
ー

フ
で
も
、
外
界
の
客
観
的
描
写
と
捉
え
れ
ば
自
然
主
義
で
あ
り
、
内
面
の
憂
悶
の
投
影
と
見
れ
ば
デ
カ
ダ
ン
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
片
山
正
雄
「
続
神
経
質
の
文
学
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
八
年
一
二
月
）
は
、
デ
カ
ダ
ン
ス
が
自
然
主
義
に
反
抗
し
な
が
ら
、「
印
象
に
飢
え
て
い
る
こ
と
」
を

第
一
の
特
徴
だ
と
し
て
、
外
界
の
刺
激
に
反
応
し
て
印
象
を
記
述
す
る
「
消
極
的
受
動
的
印
象
主
義
」
を
そ
の
例
と
す
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
印
象
主
義
の
ホ
フ
マ
ン
ス
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タ
ー
ル
の
名
を
あ
げ
る
と
共
に
、
ア
ル
ノ
ー
・
ホ
ル
ツ
の
「
電
信
体
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
20
）。
肯
定
的
な
紹
介
で
は
な
い
が
、
印
象
主
義
が
内
面
と
外
界
を
結
ぶ
方
法

論
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
す
で
に
、
デ
カ
ダ
ン
、
象
徴
主
義
、
印
象
主
義
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

服
部
嘉
香
『
自
由
詩
』
に
よ
れ
ば
、「
思
想
感
情
気
分
又
は
契
機
材
題
」
の
「
発
達
史
」
と
し
て
見
る
と
き
に
、「
象
徴
詩
が
起
り
、
仏
蘭
西
頽
唐
派
の
詩
風
が
移
入
さ
れ

て
か
ら
、
尖
鋭
な
神
経
の
誇
り
と
、
同
時
に
ま
た
官
能
の
交
錯
と
が
好
ん
で
詩
に
取
り
扱
は
れ
た
こ
と
は
今
更
言
ふ
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
怪
奇

な
美
、
異
国
情
調
、
多
彩
熱
閙
な
形
象
が
眩
目
的
な
光
輝
を
詩
の
上
に
投
げ
た
」
例
と
し
て
、
北
原
白
秋
や
木
下
杢
太
郎
の
詩
作
を
あ
げ
る
。
デ
カ
ダ
ン
ス
は
、
そ
の
内
面

世
界
に
耽
溺
す
る
性
質
か
ら
、
耽
美
的
傾
向
に
接
続
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
服
部
嘉
香
『
自
由
詩
』
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
治
末
年
は
種
々
の
海
外
思
想
が
「
混
然
雑
然
と
し
た
一
つ
の
交
響
楽
」
を
形
成
し
、
大
正
初
期

の
多
様
な
詩
的
表
現
を
生
み
出
す
母
胎
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
川
路
柳
虹
は
、
そ
の
渾
然
と
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
ず
は
口
語
自
由
詩
と
い
う
形
式
の
中
に

「
内
部
に
動
く
律
動
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ズ
ム
に
対
す
る
問
題
意
識
は
、
大
正
末
年
の
「
新
律
格
」
の
探
求
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
印
象
の
補
足
に
始

ま
る
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
は
、
第
二
詩
集
『
か
な
た
の
空
』
の
象
徴
主
義
的
表
現
、
第
四
詩
集
『
曙
の
声
』（
玄
文
社
、
大
正
一
〇
年
一
二
月
）
の
モ
ダ
ン
な
表
現
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。

注（
1
）
茅
野
蕭
々
は
、
明
治
期
に
『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』
で
短
歌
や
詩
を
発
表
し
た
文
学
者
で
あ
り
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
物
語
』（
岩
波
書
店
、
大
正
一
五
年
一
月
）、『
リ
ル
ケ
詩
抄
』（
第
一
書
房
、

昭
和
二
年
三
月
）
な
ど
の
翻
訳
を
出
版
し
た
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
で
あ
る
。
昭
和
八
年
頃
は
慶
應
義
塾
大
学
教
授
を
務
め
て
い
た
。

（
2
）『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
内
容
見
本
に
よ
る
と
、「
各
大
学
の
講
座
を
公
開
し
、
現
代
に
於
け
る
最
も
新
し
く
、
且
最
も
深
き
日
本
文
学
研
究
の
結
論
を
端
的
に
一
般
篤
学
者
に
知
ら
し
む
る

目
的
」
で
発
行
さ
れ
た
「
一
項
目
一
冊
の
新
形
式
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
執
筆
者
の
多
く
は
大
学
に
勤
務
し
所
属
先
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
予
約
申
し
込
み
に
よ
る
会
員
頒
布
の
発

行
形
態
を
採
っ
て
い
た
。
一
回
の
配
本
で
複
数
の
冊
子
を
届
け
、
全
二
十
回
配
本
、
一
括
払
い
二
十
四
円
で
あ
る
。

（
3
）『
近
代
詩
』『
日
本
近
代
文
学
全
史
』
は
共
に
、「
自
然
主
義
的
表
象
詩
論
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
四
〇
年
四
月
、『
新
自
然
主
義
』（
明
治
四
一
年
一
〇
月
）
に
収
録
）
な
ど
で
、
象
徴
主
義

と
自
然
主
義
を
理
論
的
に
接
続
し
よ
う
と
し
た
岩
野
泡
鳴
に
触
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
な
扱
い
で
あ
る
。『
近
代
詩
』
は
、「
泡
鳴
は
自
分
を
真
の
象
徴
詩
人
と
考
え
た
ら
し
い
が
、
彼
の
詩

は
さ
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、『
日
本
近
代
文
学
全
史
』
中
の
河
村
正
敏
「
浪
漫
詩
と
象
徴
」
は
泡
鳴
を
、「
自
然
主
義
と
象
徴
主
義
と
を
結
合
し
た
独
特
の
詩
観
を
も
っ

て
」
発
言
し
た
が
、「
本
来
調
和
す
る
は
ず
の
な
い
文
学
の
両
極
を
、
強
引
な
主
観
に
よ
っ
て
重
ね
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
独
善
的
な
自
己
満
足
を
出
る
も
の
で
は
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。

西
欧
の
文
学
史
を
基
準
と
し
て
、
象
徴
主
義
と
自
然
主
義
は
相
容
れ
る
は
ず
が
な
い
思
潮
だ
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
学
思
潮
を
明
確
に
切
り
分
け
、
作
者
を
個
別
に
対
応
さ

せ
る
記
述
や
図
式
は
、
現
在
の
高
校
国
語
便
覧
（『
新
総
合
図
説
国
語
』（
東
京
書
籍
、
平
成
一
五
年
二
月
）
な
ど
）
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

 

た
だ
し
、
吉
田
精
一
『
自
然
主
義
文
学
の
研
究
上
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
三
〇
年
一
一
月
）
は
、「
も
と
象
徴
主
義
は
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
で
は
自
然
主
義
以
後
の
、
反
自
然
主
義
運
動
の
一
と
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し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
於
て
は
そ
れ
が
デ
カ
ダ
ニ
ズ
ム
、
印
象
主
義
な
ど
と
も
一
し
よ
に
移
入
さ
れ
て
、
自
然
主
義
の
文
学
運
動
に
と
も
な
ひ
、
む
し
ろ
、
そ
れ
に
先
行

し
、
象
徴
的
要
素
を
も
つ
こ
と
を
自
然
主
義
の
一
性
格
と
す
る
こ
と
に
さ
へ
な
つ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
、「
象
徴
主
義
の
移
入
と
消
化
」
の
一
節
を
設
け
、
長
谷
川
天
渓
、
島
村
抱
月
、
岩

野
泡
鳴
の
象
徴
主
義
紹
介
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
相
馬
庸
郎
『
日
本
自
然
主
義
論
』（
八
木
書
店
、
昭
和
四
五
年
一
月
）
は
、「
日
本
自
然
主
義
の
「
象
徴
派
」
的
性
格
」（
初
出

『
文
学
』
昭
和
四
〇
年
九
月
）
で
、「
自
然
主
義
者
が
西
欧
の
「
象
徴
派
」
の
文
学
に
向
け
た
関
心
に
注
目
」
し
、
田
山
花
袋
や
岩
野
泡
鳴
の
象
徴
主
義
理
解
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論
考
が
反
映
さ
れ
な
い
の
は
、
従
来
の
文
学
史
の
記
述
方
法
が
図
式
化
を
前
提
と
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。

 

た
だ
し
近
年
の
文
学
研
究
で
は
、
木
股
知
史
編
『
近
代
日
本
の
象
徴
主
義
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
一
六
年
三
月
）
が
、
日
本
独
自
の
「
自
然
主
義
と
象
徴
主
義
の
交
錯
」
に
注
目
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、「
詩
だ
け
で
は
な
く
散
文
を
視
野
に
ふ
く
め
、
美
術
な
ど
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
と
の
関
連
を
重
視
」
し
な
が
ら
、「
象
徴
主
義
と
い
う
概
念
を
拡
張
し
て
、
表
現
史
を
眺
め
て

み
る
」
実
践
を
行
っ
た
よ
う
に
、
図
式
的
な
整
理
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
象
徴
主
義
を
他
の
概
念
や
表
現
方
法
と
接
続
さ
せ
る
視
点
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）『
現
代
詩
』
が
名
を
あ
げ
る
「
新
進
の
詩
人
」
は
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
、
高
村
光
太
郎
、
三
木
露
風
、
川
路
柳
虹
、
人
見
東
明
、
加
藤
介
春
、
福
士
幸
次
郎
ら
で
あ
る
。

（
5
）『
未
来
』
創
刊
号
（
東
雲
堂
、
大
正
三
年
二
月
）「
巻
頭
言
」
に
「
在
来
の
自
然
主
義
が
我
等
を
却
て
或
狭
き
限
定
内
に
置
き
、
我
等
の
精
神
が
自
由
且
自
然
に
向
は
ん
と
す
る
方
向
を
遮
り

た
る
に
反
し
、
此
桎
梏
中
よ
り
吾
人
の
精
神
を
取
返
し
吾
人
の
思
考
吾
人
の
精
神
を
し
て
更
に
増
大
せ
し
め
ん
と
す
る
」
と
述
べ
る
。

（
6
）
川
路
柳
虹
「
新
律
格
の
提
唱
」（『
日
本
詩
人
』
大
正
一
四
年
二
月
）、「
詩
に
於
け
る
内
容
律
の
否
定
―
新
律
格
再
論
の
序
言
」（『
日
本
詩
人
』
大
正
一
五
年
八
月
）。
後
に
『
詩
学
』（
耕
進

社
、
昭
和
一
〇
年
四
月
）
に
収
録
。

（
7
）
村
野
四
郎
「
川
路
柳
虹
」（『
現
代
詩
鑑
賞
講
座
4　

生
と
生
命
の
う
た
』
角
川
書
店
、
昭
和
四
四
年
六
月
）
は
、
川
路
柳
虹
を
「
知
性
の
詩
人
」
と
評
し
「
我
が
国
で
最
も
大
き
な
ヴ
ァ
レ

リ
ー
型
詩
人
の
風
貌
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
8
）
川
路
柳
虹
の
経
歴
は
、
矢
野
峰
人
「
川
路
柳
虹
」（『
日
本
現
代
詩
大
系　

第
四
巻
』
河
出
書
房
、
昭
和
二
五
年
一
〇
月
）、
石
丸
久
「
川
路
柳
虹
」（『
人
と
作
品
現
代
文
学
講
座　

4
』
明

治
書
院
、
昭
和
三
六
年
五
月
）、
古
川
清
彦
（「
川
路
柳
虹
」『
鑑
賞
と
研
究
現
代
日
本
文
学
講
座　

詩
』
三
省
堂
、
昭
和
三
七
年
一
二
月
）
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
井
上
康
文
『
現
代
の
詩
史
と
詩
講
話
』（
交
蘭
社
、
大
正
一
五
年
一
月
）
は
、
明
治
四
〇
年
以
降
を
口
語
詩
が
多
く
登
場
し
た
時
期
と
位
置
づ
け
、「
自
然
主
義
思
想
移
入
の
結
果
と
し
て
定

型
詩
を
破
壊
し
て
自
由
詩
即
ち
口
語
詩
の
提
唱
が
起
つ
た
」
と
し
、そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
「
柳
虹
の
口
語
詩
「
塵
溜
」
で
あ
り
露
風
の
「
暗
い
扉
」
御
風
の
「
痩
犬
」
で
あ
つ
た
。
そ

し
て
御
風
は
評
価
に
於
い
て
、
創
作
に
於
い
て
、
専
ら
こ
れ
の
運
動
に
努
力
し
た
」
と
す
る
。
井
上
は
、
口
語
自
由
詩
を
主
張
し
た
相
馬
御
風
「
詩
界
の
根
本
的
革
新
」
の
発
表
を
『
早
稲

田
文
学
』
明
治
四
〇
年
三
月
号
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
明
治
四
一
年
三
月
で
、「
塵
溜
」
発
表
の
後
で
あ
る
。
た
だ
し
井
上
は
、
そ
の
後
も
詩
作
を
続
け
口
語
詩
を
発
展
さ
せ
た
川
路
柳

虹
と
、
詩
作
を
断
絶
し
た
相
馬
御
風
と
を
比
較
し
、
川
路
柳
虹
を
真
の
自
由
詩
の
完
成
に
寄
与
し
た
詩
人
、
相
馬
御
風
を
「
自
然
主
義
詩
人
」
と
し
て
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
服
部
嘉
香

「
不
評
の
口
語
詩
人
川
路
柳
虹
」（『
現
代
詩
鑑
賞
講
座
月
報
（
8
）』
角
川
書
店
、
昭
和
四
四
年
六
月
）
は
、「
塵
溜
」
に
直
接
の
影
響
を
与
え
た
の
は
、
明
治
四
〇
年
六
月
発
表
の
片
上
天

弦
「
詩
歌
の
根
本
疑
」
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
服
部
嘉
香
は
、「
塵
溜
」
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
『
詩
人
』
第
一
〇
号
（
明
治
四
一
年
五
月
）
掲
載
「
所
謂
近
代
的
詩
歌
」
で
も
「
所

謂
近
代
的
の
詩
歌
に
就
て
は
近
来
論
議
を
試
み
る
も
の
が
多
く
な
つ
た
。
其
の
動
機
は
天
弦
氏
の
『
詩
歌
の
根
本
疑
』
に
発
し
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
だ
が
「
詩
歌
の
根
本

疑
」
発
表
か
ら
「
塵
溜
」
発
表
ま
で
は
三
ヶ
月
で
あ
る
。
革
新
的
な
表
現
を
生
み
出
す
根
源
的
な
動
機
は
よ
り
以
前
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
野
口
存
彌
「
川
路
柳
虹
・
少
年
詩
人　

―
最
初
の
口
語
自
由
詩
を
書
く
ま
で
―
（
四
）」（『
武
蔵
野
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
は
、『
文
庫
』
明
治
四
〇
年
一
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「
沈
め
る
船
」
が
、
文

語
で
書
か
れ
た
自
由
詩
型
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
塵
溜
」
に
つ
な
が
る
「
自
由
詩
型
を
自
身
の
詩
の
問
題
と
し
て
徹
底
化
さ
せ
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
推
す
る
。
ま
た
、
沈
没
船
を

「
骸む
く
ろ」「
亡む
く
ろ軀
」「
腐ふ

肉に
く

は
た
ゞ
れ
て
」
と
表
現
し
た
「
負
の
意
味
し
か
持
ち
得
て
い
な
い
よ
う
な
詩
材
」
は
、「
塵
溜
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
す
る
。

（
10
）
服
部
嘉
香
『
口
語
詩
小
史
』（
昭
森
社
、
昭
和
三
八
年
一
二
月
）
は
、「
塵
溜
」
の
音
数
律
を
分
解
し
て
み
る
と
「
七
五
・
五
七
を
主
調
と
す
る
一
種
の
定
形
律
、
も
し
く
は
準
定
型
律
」
と
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言
っ
て
よ
い
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
福
嶋
朝
治
『
初
期
口
語
自
由
詩
の
運
動
（
上
）（
下
）』（『
解
釈
』
平
成
六
年
一
二
月
、
平
成
七
年
一
月
）
は
、「
塵
溜
」
発
表
当
時
に
お
け
る
評
価
の

変
遷
を
ま
と
め
た
う
え
で
、「
形
式
上
の
リ
ズ
ム
単
位
を
越
え
て
存
在
す
る
の
は
、
一
句
と
し
て
分
割
不
可
能
な
意
味
の
単
位
」
だ
と
す
る
。

（
11
）「
塵
溜
」
は
『
路
傍
の
花
』
に
収
録
さ
れ
た
際
に
「
塵
塚
」
と
改
め
ら
れ
、
語
句
や
改
行
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）
和
田
謹
吾
「
自
然
主
義
の
展
開
」（『
日
本
近
代
文
学
全
史
5　

近
代
』
前
掲
）。

（
13
）
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
カ
ー
ン
、
ア
ン
リ
・
ド
・
レ
ニ
エ
、
ヴ
ィ
エ
レ
＝
グ
リ
フ
ァ
ン
に
つ
い
て
は
、
折
竹
蓼
峯
が
『
帝
国
文
学
』
明
治
四
一
年
二
、四
、五
月
号
「
海
外
騒
壇
」
欄
に
発
表
し
た

記
事
「
現
代
仏
国
象
徴
詩
家
」（
上
、
中
、
下
）
で
紹
介
し
て
い
る
。「
中
」
で
紹
介
し
た
「6. H
EN
RI D

E RÉGN
IER

」、「
下
」
で
紹
介
し
た
「12. FRN

CIS V
IELÉ-GRIFFIN

.

」

で
共
に
「
解
放
せ
ら
れ
た
る
詩
」（V

ヴ
エ
ル

ers l

リ
イ
ブ
ル

ibres

）
の
主
唱
者
と
し
て
紹
介
す
る
。
カ
ー
ン
も
「V

ers libres

」
の
提
唱
者
だ
が
、「
中
」
で
紹
介
さ
れ
た
「9. GU

ST
A
V
E K
A
H
N

」
に

関
係
す
る
記
述
は
な
い
。V

ers libres

は
通
例
「
自
由
詩
」
や
「
無
韻
詩
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
明
治
末
年
の
自
由
詩
は
、
口
語
自
由
詩
の
こ
と
を
指
し
た
。

（
14
）
田
山
花
袋
『
露
骨
な
る
描
写
』（『
太
陽
』
明
治
三
七
年
二
月
）、
長
谷
川
誠
也
（
天
渓
）「
現
実
暴
露
の
悲
哀
」（『
太
陽
』
明
治
四
一
年
一
月
）。

（
15
）『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
〇
年
四
月
第
一
六
号
「
文
芸
消
息
」「
早
稲
田
詩
社
の
設
立
」。

（
16
）『
編
年
体
大
正
文
学
全
集
第
九
巻
大
正
九
年
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
一
三
年
一
二
月
）
に
収
録
。

（
17
）
こ
こ
で
い
う
内
容
律
は
、
岩
野
泡
鳴
が
「
肉
霊
合
致
の
事
実
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
一
年
五
月
一
〇
日
）〔『
新
自
然
主
義
』（
日
高
有
倫
堂
、
明
治
四
一
年
一
〇
月
）
に
収
録
〕
で
散
文

詩
を
論
ず
る
際
に
用
い
た
例
な
ど
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
服
部
嘉
香
は
「
詩
の
印
象
律
」
で
、
岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』（
佐
久
良
書
房
、
明
治
三
九
年
六
月
）
や
『
新
体
詩

の
作
法
』（
修
文
館
、
明
治
四
〇
年
二
月
）
中
の
韻
律
論
を
批
判
し
、
以
後
も
論
争
を
続
け
た
。
ま
た
、
桜
井
天
檀
「
独
逸
の
叙
情
詩
に
於
け
る
印
象
的
自
然
主
義
」
に
も
、
ア
ル
ノ
オ
・

ホ
ル
ツ
が
唱
え
た
「
内
在
的
韻
律
」
を
紹
介
し
て
い
る
。「
声
調
、
内
容
の
統
一
を
理
想
」
と
し
て
、「
韻
律
が
内
容
か
ら
自
然
に
流
出
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

（
18
）
他
に
、
服
部
嘉
香
「
実
感
の
表
現
と
印
象
律
」（『
秀
才
文
壇
』
明
治
四
二
年
九
月
）。
川
路
柳
虹
は
「
自
由
詩
形
―
強
烈
な
印
象
」（『
新
潮
』
明
治
四
二
年
一
月
）
で
、『
文
庫
』
明
治
四
一

年
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
服
部
嘉
香
「
口
語
詩
の
出
発
点
」
と
自
作
「
音
外
七
篇
」
を
、『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
一
年
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
相
馬
御
風
「
痩
犬
」、
三
木
露
風
「
暗

い
扉
」
の
口
語
詩
「
試
作
以
後
新
し
き
試
み
と
新
し
き
詩
論
」
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
明
治
四
一
年
に
は
、
早
稲
田
詩
社
系
の
口
語
詩
に
次
ぐ
試
み
と
し
て
、「
印
象
技
巧
」
と
「
内
容

の
ト
ー
ン
」
を
掲
げ
る
、
川
路
の
実
作
と
服
部
の
理
論
と
の
共
鳴
が
始
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
両
者
の
議
論
が
、「
印
象
律
」
の
主
張
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

（
19
）
原
文
は
全
て
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
で
は
省
略
し
た
。

（
20
）
ホ
ル
ツ
の
訳
詩
は
、
共
に
紹
介
さ
れ
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
デ
ー
メ
ル
の
訳
詩
と
同
じ
く
口
語
自
由
詩
形
式
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
日
夏
耿
之
介
『
明
治
大
正
詩
史
巻
下
象
徴
詩
自
由
詩
の
創
成

過
程 

』（
新
潮
社
、
昭
和
四
年
一
一
月
）
は
、
こ
の
翻
訳
が
川
路
柳
虹
の
口
語
自
由
詩
の
試
作
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
が
、
川
路
柳
虹
は
否
定
し
て
い
る
（「
口
語
詩
と
現
代
詩
」
前
掲
）。

＊
注
記
が
な
け
れ
ば
、
引
用
は
原
本
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

＊
本
論
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
Ｃ
課
題
番
号
２
４
５
２
０
２
４
６
「
大
正
・
昭
和
期
に
お
い
て
象
徴
主
義
の
形
成
を
果
た
し
た
各
種
出
版
物
の
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


